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平成２６年第４回熊野町議会定例会 

会議録（第２号） 

 

１．招集年月日  平成２６年１２月１０日 

２．招集の場所  熊野町議会議場 

３．開議年月日  平成２６年１２月１１日 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１４名） 

    １番 沖 田 ゆかり     ２番 片 川   学 

    ３番 時 光 良 造     ４番 民 法 正 則 

    ５番 荒 瀧 穂 積     ６番 大瀬戸 宏 樹 

    ７番 藤 本 哲 智     ９番 山 吹 富 邦 

   １０番 山 野 千佳子    １１番 久保隅 逸 郎 

   １２番 中 原 裕 侑    １４番 佛 圓 大 源 

   １６番 馬 上 勝 登 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席議員（１名） 

   １３番 尺 田 公 造    １５番 南 田 秀 夫 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

      町     長         三 村 裕 史 

      副  町  長         立 花 隆 藏 

      教 育 長         林     保 

      総 務 部 長         内 田   充 

      民 生 部 長         清 代 政 文 

      建 設 部 長         森 本 昌 義 

      教 育 部 長         藤 森 孝 弘 

      総 務 部 参 事         石 井 節 夫 

      総 務 部 次 長         岩 田 秀 次 

      民 生 部 次 長         光 本 一 也 
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      建 設 部 次 長         民 法 勝 司 

      教 育 部 次 長         三 村 伸 一 

      企 画 財 政 課 長         宗 條   勲 

      商 工 観 光 課 長         時 光 良 弘 

      税 務 課 長         貞 永 治 夫 

      福 祉 課 長         加 島 朋 代 

      住 民 課 長         西 村 隆 雄 

      健 康 課 長         隼 田 雅 冶 

      生 活 環 境 課 長         中 井 雅 晴 

      都 市 整 備 課 長         曽 根 和 典 

      開 発 指 導 課 長         林   武 史 

      上 下 水 道 課 長         沖 田   浩 

      生 涯 学 習 課 長         中 村 憲 治 

      会 計 課 長         光 本 琴 音 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

      議 会 事 務 局 長         立 花 一 郎 

      議会事務局書記         小 川 征一郎 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．議 事 日 程（第２号） 

    開会宣告 

 日程第 １ 報告第 ７号 専決処分した損害賠償の額の報告について 

 日程第 ２ 報告第 ８号 専決処分した損害賠償の額の報告について 

 日程第 ３ 議案第４３号 議会の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正 

              する条例案について 

 日程第 ４ 議案第４４号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の 

              一部を改正する条例案について 

 日程第 ５ 議案第４５号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案につい 

              て 

 日程第 ６ 議案第４６号 熊野町放課後児童センターの設置及び管理に関する条例及 
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              び放課後児童クラブ設置運営条例の一部を改正する条例案 

              について 

 日程第 ７ 議案第４７号 熊野町児童医療費支給条例の一部を改正する条例案につい 

              て 

 日程第 ８ 議案第４８号 熊野町国民健康保険条例の一部を改正する条例案について 

 日程第 ９ 議案第４９号 町道の路線認定について 

 日程第１０ 議案第５０号 財産の無償譲渡について 

 日程第１１ 議案第５１号 平成２６年度熊野町一般会計補正予算（第３号）について 

 日程第１２ 議案第５２号 平成２６年度熊野町公共下水道事業特別会計補正予算（第 

              ２号）について 

 日程第１３ 議案第５３号 平成２６年度熊野町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

              について 

 日程第１４ 議案第５４号 平成２６年度熊野町上水道事業会計補正予算（第２号）に 

              ついて 

 日程第１５ 議案第５５号 財産の処分について 

 日程第１６ 発議第 ２号 老朽化している教育施設の整備促進を求める決議案 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９．議事の内容 

（開会 ９時３０分） 

○議長（馬上） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達していますので、昨日に引き続き会議

を再開いたします。 

  本日の議事日程はお手元に配付したとおりです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第１、報告第７号、専決処分した損害賠償の額の報告につ

いて報告を求めます。 

  提出者から報告の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 報告第７号、専決処分した損害賠償の額の報告につきまして、報告理由
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を御説明申し上げます。 

  専決処分した損害賠償の額につきましては、平成２６年１０月６日に平谷地区の町有

歩道部における草刈業務中、呉市在住の個人が所有する軽自動車に小石が飛び当たり、

当該軽自動車の後部ガラスに損害を負わせたものでございます。この修理費用の２万５,

０８８円について損害賠償額として示談が成立したことから、「町長の専決処分事項の

指定について」第２号の規定により、専決処分したものでございます。 

  ここに御報告申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 報告に対する質問はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） 以上で報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第２、報告第８号、専決処分した損害賠償の額の報告につ

いて、報告を求めます。 

  提出者から報告の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 報告第８号、専決処分した損害賠償の額の報告につきまして、報告理由

の御説明を申し上げます。 

  専決処分した損害賠償の額につきましては、平成２６年１０月２３日に出来庭地区の

町道における草刈業務中、熊野町在住の個人が所有する普通自動車に小石が飛び当たり、

当該普通自動車の車両に損害を負わせたものでございます。この修理費用の４８万６,

４００円について損害賠償額として示談が成立したことから、「町長の専決処分事項の

指定について」第２号の規定により、専決処分したものでございます。 

  ここに御報告申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 報告に対する質問はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） 以上で報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（馬上） お諮りいたします。これより日程第３、議案第４３号、議会の議員報酬

及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案について、日程第４、議案第４４

号、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案に

ついてを一括議題としたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、日程第３、議案第４３号及び、日程第４、

議案第４４号を一括議題とすることに決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第３、議案第４３号及び、日程第４、議案第４４号を一括

議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第４３号、議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例案及び、議案第４４号、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例案につきまして、提案理由を御説明申し上げます。 

  議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案につきましては、

人事院勧告に基づき行われる特別職の国家公務員における改定内容に準じ、年間の期末

手当を０.１５カ月分引き上げるものでございます。この改正により、年間の総支給月

数は３.１カ月となり、影響額といたしましては、年間で約７１万９,０００円の増額と

なります。 

  続きまして、特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例案につきましても同様の改正でございます。内容につきましては、年間の期末手

当について０.１５カ月の引き上げを行い、総支給月数は一般職と同様、４.１カ月とな

ります。影響額といたしましては、年間で約３８万６,０００円の増額となります。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 



－108－ 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第４３号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第４３号については原案のとおり可

決されました。 

  続いて、議案第４４号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第４４号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第５、議案第４５号、職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例案についてを議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第４５号、職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案につ

きまして、提案理由を御説明申し上げます。 

  職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案につきましては、労働基本権制約

の代償措置である人事院の勧告を踏まえ、職員の給料、また通勤手当、勤勉手当等の各

種職員手当について、所要の改正を行うものでございます。 

  詳細につきましては、総務部次長から説明をさせます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 岩田総務部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○総務部次長（岩田） それでは、議案第４５号、職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例案の詳細につきまして、御説明を申し上げます。お手元にお配りしておりま

す資料３をごらんください。 

  それでは、初めに、１、趣旨でございます。人事院では、毎年、公務員と民間の給与

に関する調査を行っておりまして、公民較差を是正するための勧告を行っております。

本町におきましても、従来より人事院の勧告、広島県人事委員会勧告、また県下の自治

体の状況を踏まえまして、職員の給与に関して所要の改正を行っておりますことから、

このたびもこれらに準じ、給与条例を改正するものでございます。 

  次に、主な改正内容について御説明をいたします。 

  ２、民間給与との較差等に基づく改正の（１）改正事項をごらんください。条例案で

は、第１条の改正内容となります。 

  まず、①の給料でございますが、平成２６年４月分の給与において、公務が民間を下

回っていたことから、主として若年層に重点を置いた形で給料表の引き上げを行います。

引き上げ幅はおおむね０.３％です。 

  次に、②通勤手当につきまして、自動車や自転車等を使用して通勤をしている職員の

通勤手当を、距離区分に応じて引き上げます。引き上げの額といたしましては、１００

円から最大で７,１００円でございます。 

  次に、③勤勉手当でございますが、平成２６年１２月分の支給月数を、０.６７５カ

月から０.８２５カ月へ、０.１５カ月の引き上げ改定を行います。 

  これらの改正による、職員全体の年間の影響額につきましては、（２）に記載してお

りますように、給料が約１９８万８,０００円、通勤手当が約３１万４,０００円、勤勉

手当が約７６１万８,０００円の増額となります。 

  なお、給料の引き上げに伴い、地域手当、管理職手当、時間外勤務手当等の各種職員

手当、医療・年金等の共済組合に対する共済費につきましても、給料に連動して算定さ

れることから、それぞれ約８３万５,０００円と約１８５万７,０００円の増額となりま

す。 

  （３）施行日につきましては、給料及び通勤手当につきましては平成２６年４月１日

に遡及し、勤勉手当につきましては平成２６年１２月１日に遡及し適用いたします。こ

のため、既に支給しております給与との差額分については、別途差額支給することとい

たします。 
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  続きまして、３、給与制度の総合的見直しに基づく改正でございます。条例案では第

２条で、下段の(２)にありますように、平成２７年４月１日から施行となる改正内容と

なっております。 

  まず、①給料でございます。給与制度の総合的見直しとありますが、これは民間賃金

の低い地域における実情をより反映させるため、給料表の見直しを行うものでございま

す。 

  内容といたしましては、若年層に配慮し１級の全体及び２級の初任給に係る給料表は

据え置き、その他の号給については全体的に引き下げとなります。このため、この改定

による給料減額の緩和措置として、平成３０年３月３１日までの３年間、給料表の引き

上げ前との差額保障がなされることとされております。 

  次に、②単身赴任手当でございます。民間の実態を考慮し、基礎額及び職員の住居と

配偶者の住居との間の距離区分に応じまして支給される加算額について、引き上げ改定

を行います。また、従来は支給対象から除かれておりました再任用職員に関しましても、

単身赴任手当を支給するという改定でございます。なお、本町では規定としてはござい

ますが、この単身赴任手当の支給実績はございません。 

  次に、③の管理職員特別勤務手当でございますが、現在、管理職員が土日及び祝日に

臨時または緊急の必要により勤務した場合にのみ支給規定がございますが、これに、災

害への対処等の必要により、平日の午前０時から午前５時までに勤務した場合を加える

規定を設けるものでございます。 

  次に、④勤勉手当でございます。民間との較差に基づく改正でございますが、施行日

の関係上、第２条に規定するものでございます。内容といたしましては、平成２７年度

以降の６月、１２月における支給月数を、０.７５カ月に改正いたします。先ほど、第

１条の勤勉手当の改正で御説明いたしましたが、この第２条の改正は、引き上げ分の０.

１５カ月を６月分、及び１２月分に均等に配分するものでございますので、この資料の

表にもございますように、年間の支給月数には変更はございません。この第２条の施行

日につきましては、先ほど申しましたとおり、平成２７年４月１日でございます。 

  最後に、資料にはございませんが、企業職員につきましても同様、管理職員特別勤務

手当の拡充、再任用職員へ単身赴任手当を支給することができるよう、第３条において

「企業職員の給与の種類及び基準に関する条例」の改正を行います。 

  説明は以上でございます。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第４５号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第４５号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第６、議案第４６号、熊野町放課後児童センターの設置及

び管理に関する条例及び、熊野町放課後児童クラブ設置運営条例の一部を改正する条例

案についてを議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第４６号、熊野町放課後児童センターの設置及び管理に関する条例 

及び、熊野町放課後児童クラブ設置運営条例の一部を改正する条例案につきまして、提

案理由を御説明申し上げます。 

  熊野町放課後児童センターの設置及び管理に関する条例及び、熊野町放課後児童クラ

ブ設置運営条例につきましては、いずれも放課後児童クラブに関する条例ですが、子ど

も・子育て支援新制度により、放課後児童クラブの対象児童が小学校３年生から小学校

全学年まで拡大されることにより、その一部を改正するものでございます。 

  詳細につきましては、民生部次長から説明させます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（馬上） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） 議案第４６号、熊野町放課後児童センターの設置及び管理に関す

る条例及び熊野町放課後児童クラブ設置運営条例の一部を改正する条例案の詳細につき

まして、説明いたします。 

  資料４をごらんください。 

  まず、１の趣旨ですが、平成２７年４月から子ども・子育て支援新制度がスタートす

るに当たり、児童福祉法の改正が行われました。それに伴い、さきの９月議会におきま

して、熊野町放課後児童健全育成事業の設置及び運営に関する基準を定める条例を定め

たところでございますが、この基準条例に従い、第三小学校内及び第四小学校内にある

放課後児童センターの設置及び管理につきまして、また児童クラブの設置運営について

の条例を改正するものでございます。 

  次に、２の主な改正内容です。 

  （１）熊野町放課後児童センターの設置及び管理に関する条例の一部改正につきまし

ては、児童クラブの対象児童がこれまでの小学校の１年生から３年生までであったもの

が、小学校６年生まで拡大されましたことから、第１条の目的に記載の「小学校低学年

児童等」を「小学校の児童」に改めるものでございます。 

  続いて、（２）熊野町放課後児童クラブ設置運営条例の一部改正についてです。 

  第３条の対象児童については、これまで小学校の１年生から３年生までだったものが、

６年生までの児童に拡大されたことから、「小学校に在籍する児童」に改めるものです。 

  また、第１０条の指導員については、指導員の名称を放課後児童健全育成事業の設置

及び運営に関する基準を定める条例第１０条に倣い、「放課後児童支援員」及び「補助

員」となる「職員」に改めるものです。 

  別表については、熊野町第一児童クラブ３組と、熊野町第四児童クラブ３組のクラス

を追加することから、名称、位置、施設名を追加するものでございます。 

  なお、この二つの条例の施行期日は、平成２７年４月１日としております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 
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  沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１番（沖田） 指導員から職員に名称が変わるということで、内容的には変わらないん

でしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） 新制度で現在の指導員の名称が職員に変わります。特に、このた

び明確に職員の規定として設けられましたのは、その職員、支援員について資格要件が

特に定められました。今までのガイドラインで特に定めはございませんでしたが、新制

度からは保育士、幼稚園の教諭、小・中・高の教諭、それと児童クラブ等の事業の２年

以上のキャリアがあるものを支援員とすると。その資格等がない方についてを補助員と

定めるというふうになりました。これが大きな点でございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○４番（民法） 前回の全員協議会でも沖田議員が問われましたけど、ちょっと２点ほど

お聞きしたいことがございます。放課後児童クラブの対象児童が３年生から６年生まで

広くなるということは、保護者にとって安心して働けるということで大変いいことだと

思います。 

  今回の改正を見てみますと、児童クラブが２組ふえます。クラスがふえれば当然、指

導員、今回の改正で職員になるわけでございますが、指導員の人数もふえると。四つの

児童クラブはそれぞれ一つの職場で、人数が多くなれば各指導員の指導や労務管理など、

業務もふえるんではなかろうかと思います。現在、各児童クラブにはどのくらいの指導

員がいて、指導員の管理は主任がまとめられていると思いますが、町は各クラブの状況

をどのように把握しているのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○民生部次長（光本） 児童クラブの指導員の数でございますが、今四つの児童クラブに

指導員を配置しておりますが、現在２８名の指導員を雇用しております。 

  それと、各児童クラブでの指導員の運営上の指導監督ということでございますが、基

本的には週１回、担当の職員が現場である児童クラブに赴きまして、事務連絡等の指示

を行っております。その際、いろいろな気づきであるとか、児童に対しての気づき、そ

れと保護者等からの苦情も含めて、そういった情報収集と指導のほうというか、指示の

ほうを行っております。 

  また、定期的に行います連絡会議につきましては、３月に１回、主任指導員と担当職

員、これは私も出席しますが、連絡会議のほうを持っております。 

  それと、非常時等、特に子供さん、小学生ちょうど元気のいいころなので、事故、け

が等もちょくちょくございますので、そういった場合には、当然、随時臨時の会議等を

持ちながら、また保護者の方も含めた対応も含めて指導員のほうをきちっと指導してお

るような状況でございます。 

  また、昨今は発達に課題のある児童もやっぱりおられますので、そのあたりは小学校

の先生方、それと児童クラブの主任指導員、それと民生課の職員等で連絡会議等を持っ

ております。大体そういったところでございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○４番（民法） 今、お聞きしたら週１回事務連絡をされているということと、３カ月に

一遍、主任さんを呼んでの会議ということで、町も児童クラブの管理に積極的に取り組

み、指導員の資質向上と働きやすい職場の改善をお願いしたいと思います。 

  次に、保護者の中には子供たちが外で遊ぶ時間が少ないという声を何人かの人から聞

きました。当然、外で遊ぶとけががあるとかいう面もあろうかと思うんですが、教室に

入ってビデオを見せてじっとしとれというようなこともお聞きします。条例第１号の目

的にありますように、適切な遊び及び生活の場を与えてほしいという要望をお聞きいた

しますが、一般的に児童クラブの生活はどういう状況なのか、聞いてみたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○民生部次長（光本） 児童クラブでの１日の流れを御説明いたしますと、まず放課後、

学校が終わってから児童クラブに子供がやってまいります。基本的にはまず流れとしま

して、宿題をまず子供たちにしてもらうということで、児童クラブ室内の中でまず宿題

をさせます。大体３０分から１時間ぐらいかかるようでございますが、宿題を済ませて

外のほうで遊んだりとか、中で遊びたい子供については教室の中で遊ぶというような形、

これは自由に遊びの時間は設定しております。 

  特に、子供を迎えに来られる、児童クラブが終わって保護者の方が迎えに来られます

が、最長６時までお預かりします。６時にお迎えに来られるときには、できるだけ児童

クラブ室内で保護者の方にお渡しするということにしておりますので、約３０分前ぐら

いになりますと、部屋に子供たちを入れて、その間、本を読んだりとか、ビデオを見て

は保護者が迎えに来るのを待つというような形にしております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○４番（民法） ありがとうございます。これからも児童と保護者が安心して利用できる

ような改善はできるところから改善していき、保護者と学校との連携を十分、これから

も図っていっていただきたいと思います。ありがとうございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１番（沖田） 先ほどの指導員から職員に変わるといったことに付随するんですけれど

も、現在、指導員として来ていただいている方々が、今回資格基準を設けたことにより

補助員ばかりになる、もしくは支援員として資格のない方がいらっしゃるので対応に困

るといったようなことはないのでしょうか。現在、指導員として来られている方が基準

から外れるので、また来ていただく方を人選しなければならないとか、そういった問題

は大丈夫なんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○民生部次長（光本） 指導員につきましては、先ほど民法議員から御質問のありました

現在の人数は２８名です。そのうち、このまま来年度新制度に移行した場合、資格のあ

る方、支援員として働いていただける方は２８名中、今２２名おられます。６名がキャ

リアが２年に満たないと、４月１日時点で満たない方の補助員として６名ございます。 

  ただ、来年度から学年が拡大しますので、特に第一児童クラブと第四児童クラブにつ

いては、１教室ふえることになりますので、大体７名の増員を見込んでおります。とい

うことで、今も指導員について、なっていただきたいということでいろいろ当たってお

ります。広報等でも指導員の募集という形で載せております。ということで、指導員の

確保は急務というように考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第４６号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第４６号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第７、議案第４７号、熊野町児童医療費支給条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第４７号、熊野町児童医療費支給条例の一部を改正する条例案につ

きまして、提案理由を御説明申し上げます。 
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  熊野町児童医療費支給条例の一部を改正する条例案につきましては、熊野町児童医療

費支給制度は、小・中学生の入院費の自己負担分を助成する制度でございますが、その

制度における受給者証の審査方法の取り扱いについて、一部改正するものでございます。 

  詳細につきましては、民生部次長から説明をさせます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） 議案第４７号、熊野町児童医療費支給条例の一部を改正する条例

案の詳細について、説明いたします。 

  資料５をごらんください。 

  熊野町児童医療費支給制度は、小・中学生の入院費の自己負担分を助成する本町独自

の制度でございます。対象者は、児童を養育している者で、養育者の所得が本条例施行

規則に規定する所得制限限度額未満の者としております。受給者証の申請手続について

は、随時申請を受け、所得審査を経て受給者証を交付しております。 

  所得審査については、誕生月が１月から５月末日までの児童が「前々年」の所得額、

６月から１２月末日までの児童が「前年」の所得額で行っておりますが、このうち「６

月１日生まれ」の児童につきましては「前年」の所得額が確定する６月１日以降でなけ

れば、正確な審査ができないという矛盾を抱えております。この矛盾を解消するととも

に、本年９月定例議会におきまして、６月１日生まれの乳幼児の所得審査を「前年」か

ら「前々年」に改めた乳幼児医療費支給条例との整合性を図るため、本条例を改正する

ものでございます。 

  なお、この条例は公布の日から施行し、本年１０月１日から適用することとしており

ます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 
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  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第４７号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第４７号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第８、議案第４８号、熊野町国民健康保険条例の一部を改

正する条例案についてを議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第４８号、熊野町国民健康保険条例の一部を改正する条例案につき

まして、提案理由を御説明申し上げます。 

  熊野町国民健康保険条例の一部を改正する条例案につきましては、健康保険法施行令

の一部を改正する政令に基づき、出産育児一時金の額を３９万円から４０万４,０００

円に改正するものでございます。 

  詳細につきましては、住民課長から説明をさせます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 西村住民課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○住民課長（西村） 議案第４８号、熊野町国民健康保険条例の一部を改正する条例案に

つきまして、詳細を御説明いたします。 

  お手元の資料６をごらんください。 

  現在、国民健康保険の加入者が出産した時は、出産育児一時金といたしまして３９万

円、そしてこの出産が産科医療補償制度に加入している病院等であった場合には、この

制度の掛金でございます３万円が加算され、総額として４２万円が支給されております。
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このたびこの産科医療補償制度における補償額の推計などから、本制度の掛金３万円が

１万６,０００円に減額されることになりました。 

  しかしながら、昨今の出産費用の状況などから、支給総額４２万円は維持することと

されまして、健康保険法施行令におきまして、出産育児一時金の額がこれまでの３９万

円から４０万４,０００円に改正されましたことから、本条例もこれに合わせて改正す

るものでございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） ちょっとわかる範囲でお答えいただきたいと思います。 

  少子化の時代でございます。大事なお子さんを出産するという中で、重度脳性麻痺の

発生率ですね。 

  もう一つは、産婦人科医がちょっと人気がないという表現はあれですが、リスクが高

いものですから少なくなられて、周辺でも産婦人科が減って、多分大病院のほうへどん

どん集約されてらっしゃる状況かなと思っておりますが、このあたり、今、産科の状態

はどんな状態か教えてください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 西村住民課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○住民課長（西村） まず、発生率についてでございます。実はこの制度が発足されまし

たのが平成２１年４月１日以降となっております。全国におけるこれまでの脳性麻痺の

補償対象者が、２６年１１月末まででございますが、１,０００人余りと報告されてお

ります。年間約１００万人の出生がございますので、この数値で申しますと０.０１％、

１万人に１人程度の確率になろうかなという計算になります。 

  続いて、病院等については、ごめんなさい、私のほうでは詳細は承知しておりません。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



－120－ 

○議長（馬上） 清代民生部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部長（清代） 産科医が少ないんじゃないかということですが、産科医はやはりリ

スクが高いということで、なられる方も少ないというふうに聞いております。県内では

産科の集約ということで、産む病院をある程度集約されております。検診されている先

生がそこの病院に産むときにはあっせんして、一緒に立ち会われたりとかいうような形

の医療体制に現在変わっております。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） 私の知り合いも国立なんですが看護師さんで、またプラス助産婦もとり

たいという女性がおられるわけでございますが、医師だけでなくて助産婦さん、やっぱ

りすごく経験が要る仕事でございます。逆に言えば、新しい先生によりも頼りになる可

能性がある方があります。そういう意味で、頼りがいのある産科をぜひ願っております

ということと、全国で１,０００人いるようでございますが、町内でどのぐらいおられ

るようでございますか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 西村住民課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○住民課長（西村） 本町の国保の加入者におきまして、近年では各年とも２０件程度と

なっておりますが、このケースに該当する重度の脳性麻痺につきましては、平成２１年、

この制度が発足して以降はないものと認識しております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 
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○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第４８号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第４８号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第９、議案第４９号、町道の路線認定についてを議題とい

たします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第４９号、町道の路線認定につきまして、提案理由を御説明申し上

げます。 

  町道の路線認定につきましては、くまの産業団地１号線ほか２路線を、道路法の規定

に基づき町道として路線認定を行うものでございます。 

  詳細につきましては、建設部長から説明をさせます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 森本建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（森本） 議案第４９号、町道の路線認定の詳細につきまして、お手元の資料、

３５ページからの資料７により御説明いたします。 

  場所につきましては、３７ページに「路線一覧図」を、また、各路線の詳細につきま

しては３８ページ以降に位置図及び公図を添付しておりますので、御参照ください。 

  それでは３５ページ、路線認定一覧表をごらんください。今回の路線認定は、完成し

たくまの産業団地内の道路３路線を町道に認定するものでございます。 

  まず、１番の路線番号６９７、くまの産業団地１号線は、延長２８０.７メートル、

幅員７メートルで、起点は県道矢野安浦線の接続部、字深原平２６８２番１１７地先、

終点が９８番１４２地先です。次に、２番の路線番号６９８、くまの産業団地２号線は、
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延長３０１.３メートル、幅員７メートルで、起点は字深原平９８番３２地先、終点が

９８番１６７地先です。最後に、３番の路線番号６９９、くまの産業団地３号線ですが、

延長６２.７メートル、幅員７メートルで、起点は字深原平９８番１３０地先、終点は

９８番１２９地先です。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） 済みません、初歩的な話でございますが、路線というのは地先から地先

へ行くわけでございますが、これなぜ３路線が必要なんでございますか。最短で書けば

二つで済むように思いますけど。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 森本建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（森本） まず、産業団地内、４区画道路、４区画の施設というか、売り地、

平たいところを設けております。まず、一番１号線につきましてはどんつきまでつけま

すけれども、あともし大きな企業が来た場合に、全部二つ分けてくれと、そうすれば道

路が要らなくなるじゃないかということも出てまいろうかと思います。そのために大き

な区画、２区画については、青色の部分６９９ということになるんですが、それをちょ

っと設けさせていただいたという経緯がございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 
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  これより議案第４９号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第４９号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第１０、議案第５０号、財産の無償譲渡についてを議題と

いたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第５０号、財産の無償譲渡につきまして、提案理由を御説明申し上

げます。 

  財産の無償譲渡につきましては、くまの産業団地の完了に伴い、これに係る砂防施設

用地の土地について、国に帰属する旨、建設時の許可条件に規定されていることから、

字深原平９８番１１９ほか５筆の土地について、無償譲渡を行うものでございます。 

  詳細につきましては、建設部長から説明させます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 森本建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（森本） 議案第５０号、財産の無償譲渡についての詳細について、御説明を

申し上げます。 

  資料３３ページ、資料８をごらんください。 

  くまの産業団地として砂防施設を整備しました町有地にて、地方自治法（昭和２２年

法律第６７条）第９６条第１項第６号の規定に基づき、財産の無償譲渡を行うものです。

これは、くまの産業団地に存在していました砂防河川について、今回の造成により変更

となったため、代替水路として整備しました砂防施設でございます。 

  この砂防施設（砂防堰堤、堆砂敷、流路工）の完成に伴い、管理は広島県で行うこと、

その用地については国（国土交通省）に帰属することを、建設時の許可条件に規定され
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ていることから、用地について無償譲渡をするものでございます。 

  １の財産の表示をごらんください。左の欄、字深原平９８番１１９ほか５筆の砂防施

設用地、合計面積７,６６５平方メートルを国に無償譲渡を行うものです。 

  続きまして、資料の４１ページ、資料８をごらんください。図面に示したくまの産業

団地地番区域図が現在の地番状況です。図面上、オレンジ色で示している地番６筆が砂

防施設用地として無償譲渡する用地となっております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） 完成をいたしまして、早々に販売のほうもめどが立ったようでございま

すが、造成とか、こういう開発をした経験のある者は常に考えるんですよね、管理が後

から大変なことになってくるんですね。今回の場合は県とも共同でやる事業でございま

したし、できるだけ管理費がかからんような、のり面なんかは特に差し上げてもいいん

じゃないかと思うんですが、そのあたりの交渉はどんなやり方をされましたでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 森本建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（森本） まず、県と共同で工事を行ったわけです。県の部分につきましては、

トンネルの残土処理地ということで、その土砂処理及び危険な渓流であります、砂防の

工事を県のほうで行っていただいたわけですが、土地に関しましては全て熊野町に今切

っておる状況でございます。のり面につきましても熊野町名義、もちろん熊野町名義に

なります。ただ、今議員御指摘のように、必ずのり面の管理費等がかかってまいります。

ざっと推計して、年間３００万円程度かなと。これははっきり言うて切りがございませ

ん、どこからどこまでやるかというのは。それによってお金も随分違ってまいります。 

  しかしながら、先ほど議員言われたように、ありがたいことに一つ何とか販売できそ

うな状況にございますので、その方々には迷惑がかからないように、できるだけのこと

はしたいというふうに考えております。 
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  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） 問題点は認識されてらっしゃるようなんですが、できるだけそういうラ

ンニングコストを落とすという目標で交渉をぜひしていただきたいということと、路線

価もここは発生していると思うんですが、年間、固定資産税はお幾らぐらい発生しそう

でございますか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 貞永税務課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○税務課長（貞永） こちらのほうなんですけれども、１月１日時点の土地の状況という

ことになりますので、今のところ１月１日時点では建物が建っていないだろうというこ

とになりますので、雑種地扱いということになろうかと思いますので、今見込みとして

は今の４区画であれば１００万ちょっと超えるぐらいの税額になろうかなというふうに

思われます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） ４区画というのは全部の区画あわせてということですか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 貞永税務課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○税務課長（貞永） 税額としましては、１月１日時点については売れる１区画が税額の

対象となるんですが、あとの４区画は熊野町のままですので、課税はないので、４区画

がもしも売れたとして、１００万ちょっとというふうに考えております。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 荒瀧議員。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） 償却資産とか、建物をどうされるかによって租税は変わってまいります

が、今の見通しからしますと、維持費と入ってくるインカムの固定資産税とちょっとバ

ランスがこういう感じですね。ということは、一般財源からどんどん持ち出していかに

ゃいけん、維持するために。ここらも重々認識をしておる方もあったんでしょうけど、

現実にこうなってこないと見えない点もありますので、ここも明らかにしながら、負担

なものがふえた点もある。売れたお金というのは当然造成費に返していかにゃいけんも

のですから、これは利益ではないわけですね。ある意味では目先の利益だけじゃなくて、

将来にわたって１００年も２００年も維持していくわけですから、維持費も十分考えて

運営をいただきたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 森本建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（森本） のり面管理等、いろいろな工法、お金のかからない工法を考えまし

て、できるだけ維持管理費の額を少なくするということに努めてまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第５０号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第５０号については原案のとおり可

決されました。 

  暫時休憩いたします。 

  １０時５０分から始めたいと思います。 
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（休憩 １０時２８分） 

（再開 １０時５０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  これより日程第１１、議案第５１号、平成２６年度熊野町一般会計補正予算（第３

号）についてを議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第５１号、平成２６年度熊野町一般会計補正予算（第３号）案につ

きましては、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１,０２４万８,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を７８億３,３５９万７,０００円とするものでございます。 

  歳入予算の主な内容は、１３款 国庫支出金の１項 国庫負担金は、障害者自立支援

等諸費国庫負担金の追加交付に伴う１７３万５,０００円の増額、児童措置費の減額に

伴う児童手当国庫負担金５１０万円の減額などでございます。 

  １４款 県支出金の１項 県負担金においても、障害者自立支援等諸費県費負担金の

追加交付に伴う８６万７,０００円の増額、児童措置費の減額に伴う児童手当県費負担

金１３３万円の減額などでございます。 

  ２項 県補助金は、平成２７年４月から農家台帳の公表に向けた事業費に対する農業

費補助金１５４万２,０００円の増額、災害時に避難所になる町民会館の屋根に太陽光

発電設備を設置するため、グリーンニューディール基金事業補助金２００万円の増額で

ございます。 

  ３項 県委託金は、家庭教育支援アドバイザー１名分を県で直接雇用したことから、

学力向上総合対策事業委託金３２４万２,０００円の減額でございます。 

  １７款 繰入金は、基金繰入金３,３９１万１,０００円の増額、１９款 諸収入は、

臨時職員社会保険料納付金２０２万７,０００円の減額、市町村振興協会からの協働の

まちづくり事業助成金の追加交付として２００万円の増額などでございます。 

  ２０款 町債は、事業費の精査に伴い、１,２５０万円の減額でございます。 

  次に、歳出予算の主な内容でございます。 

  人事院勧告に基づく人件費の増額及び人事異動に伴う人件費の調整、平成２５年度の
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国及び県の補助金・負担金の精算による返還金、事業費の精査、財源更正などを計上し

ております。これらを除く各科目の主な内容について、御説明いたします。 

  ２款 総務費の２項 企画費では、定住交流促進事業の「ふでりんミュージアム事

業」を県が直接負担する事業として実施したことから、２００万７,０００円の減額で

ございます。 

  ３款 民生費の１項 社会福祉費では、老人福祉一般事業において、災害時要援護者

名簿の作成に必要な追加経費として５９万４,０００円の計上、２項 生活保護費では、

生活保護費支給事業における扶助費の精査により９５０万円の減額、３項 児童福祉費

では、申請者や対象者が見込みを下回ったことなどから児童手当支給事業で７０８万２,

０００円、児童扶養手当給付事業で４８７万９,０００円、児童福祉施設入所委託事業

で５２９万２,０００円、保育所運営事業で７００万円をそれぞれ減額しております。 

  放課後児童健全育成事業では、平成２７年度から対象児童を３年生から４年生に拡大

するため、施設の修繕費用６４万円を計上しております。 

  ５款 農林水産業費の１項 農業費では、平成２７年４月からの農家台帳の公表に伴

う調査及びシステム改修の費用１５４万２,０００円の計上、単町農道基盤整備事業で

は、防災対策として水路の改修費用５０万円を計上しております。 

  ７款 土木費の２項 道路橋梁費では、防災対策の一環として、町内一円道路維持事

業で、緊急に修繕及び舗装を必要とする箇所の改修費用４００万円、３項 河川費にお

いても同様に、河川の浚渫費用１００万円を計上しております。 

  ９款 教育費の３項 中学校費では、特別支援学級の生徒が快適に学校生活を送れる

ように、中学校施設維持管理事業により、トイレの改修及びスロープを設置する費用と

して１６２万円を計上しております。 

  ６項 社会教育費では、グリーンニューディール基金事業補助金を活用して、災害時

に避難所となる町民会館の屋根に太陽光発電設備を設置するため、公民館一般事務事業

に設計費用２００万円を計上しております。 

  以上が、第１条の歳入歳出予算の補正の概要でございます。 

  次に、第２条の地方債の補正は、起債の目的変更及び事業費の精査に伴い、追加、廃

止するものでございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○６番（大瀬戸） 民生費の生活保護費ですが、ここの増減の説明をお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） ２７ページの生活保護費支給事業、扶助費でございます。９５０

万円の減額につきまして、この内訳なんですけれども、基本となります生活保護費の扶

助費約８００万円減額、それと住宅扶助１１０万円、生業扶助４０万円でございますが、

主な理由は、生活保護の世帯が年度当初見込んでおりました世帯よりも約６世帯、人数

にしまして７名ほど、当初見込みより世帯人員、世帯が減っております。そのことに伴

う生活扶助費等の減額でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○６番（大瀬戸） では、一般事務事業の４,７００万円というのは、これはどういう関

係になるんですか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） 一般事務事業の４,７８４万８,０００円でございますが、これは

前年度、２５年度の精算を実績報告等で国にします。ということで、当初見込んでおり

ました生活保護費の給付費、扶助費になりますが、それが実績精算することによりまし

て、翌年度、今年度に入って実績報告等をして国に報告した結果、生活保護費の場合は

国庫負担が４分の３ございます。４分の３の要は返還分が４,７８４万８,０００円とい

うことで、返還するものでございます。 

  なお、当初見込んでおりました扶助費の見込額が約３億２,０００万円でございます。
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最終的に実績報告をしました扶助費の額が２億７,０００万円でございます。その４分

の３がこの４,７８４万８,０００円という額でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 中原議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１２番（中原） ちょっとわからんのじゃが、報告のお金が５０万円出るわいね、それ

はどこから出す、一応。損害賠償の額はどこから出す。予備費かどこかから出すんじゃ

ろ。それは今回は上がってないということ。専決処分した額。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 岩田総務部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部次長（岩田） 損害賠償の額は、保険会社から直接相手方のほうに入りまして、

町の予算を経由いたしません。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 佛圓議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１４番（佛圓） ３１ページ、農地利用状況調査というのがあるんですが、金額より、

前回も農業調査をされたときにハローワークで応募してから調査に歩いてるんだという

現地での話だったんですが、全然熊野の地理もわからない人がハローワークに応募され

て、調査に歩かれても、全然無意味だったように思います。この点、どういう方々に何

名ぐらいでされるのか、ちょっとお聞きしたいんですが。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 曽根都市整備課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○都市整備課長（曽根） 農業委員会の方にやっていただきます。１４名でお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 佛圓議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○１４番（佛圓） 町内の農業委員さんにお願いされるわけですね。わかりました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） ほかにありませんか。 

  沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１番（沖田） 建設部門なんですけれども、町内一円道路維持事業、緊急工事のための

４００万円、できれば詳細を教えていただきたいんですけれども。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 民法建設部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部次長（民法） 詳細、いろいろあるんですけれども、５路線の維持舗装工事とい

うことになっております。路線名だけをちょっと述べさせていただきますと、例えば昭

和線、それから的場線、宮ヶ迫２号線、こちらのほうが維持工事。それから、舗装工事

で屯田上線、それから維持工事で深原団地線の５路線を予定しております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第５１号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第５１号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第１２、議案第５２号、平成２６年度熊野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 
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  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第５２号、平成２６年度熊野町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）案につきましては、既定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ４,０９５万

９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を８億８,５６１万６,０００円とするもの

でございます。 

  歳入予算の内容は、３款 国庫支出金の１項 国庫委託金が１,６２０万円の減額、

４款 繰入金の１項 一般会計繰入金が１,１３７万３,０００円の増額、町債が３,５

３０万円の減額でございます。 

  歳出予算の主な内容は、人事院勧告に基づく人件費の増額及び人事異動に伴う人件費

の調整や国庫委託金の減に伴う事業規模の縮小により、１款 総務費の１項 総務管理

費が４２６万１,０００円の増額、２款 事業費の１項 下水道事業費が４,４９８万６,

０００円の減額でございます。 

  また、第２条の地方債の補正では、事業量の減少に伴い、下水道事業債の限度額であ

る公共下水道事業債を９,３３０万円に、資本費平準化債を１億２,２００万円に減額変

更するものでございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） 事業がどこができなかったんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 沖田上下水道課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○上下水道課長（沖田） どこができなかったというよりも、当初の補助申請に対します

内示額が下がったということでございます。当初の申請額に対して内示額の割合が、今

年度大体７４％ぐらいまで下がった額が内示されたということでございます。 
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  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） 新宮方面でございましたか、事業が。だから、事業計画は遂行されてお

られると理解してよろしいでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 沖田上下水道課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○上下水道課長（沖田） ただいま議員がおっしゃられたとおり、主に今新宮地区で下水

道事業を行ってございます。その中で、工業団地がございますね。あちらのほうが若干

おくれが出ておるということでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第５２号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第５２号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第１３、議案第５３号、平成２６年度熊野町介護保険特別

会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第５３号、平成２６年度熊野町介護保険特別会計補正予算（第２

号）案につきまして、御説明を申し上げます。 

  保険事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ４１万８,０００円を増額

し、歳入歳出予算の総額を２１億１,７８９万２,０００円とし、介護サービス事業勘定

の既定の歳入歳出予算総額から、それぞれ８万６,０００円を増額し、歳入歳出予算の

総額を９３２万円とするものでございます。 

  内容は、人事院勧告に基づく人件費の増額及び人事異動に伴う人件費の調整で、これ

に伴う一般会計からの繰入金の増額計上でございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第５３号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第５３号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第１４、議案第５４号、平成２６年度熊野町上水道事業会

計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第５４号につきまして、御説明申し上げます。 
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  平成２６年度熊野町上水道事業会計補正予算（第２号）案につきましては、収益的収

入予定額を２３０万３,０００円増額し、総額を５億４,２１０万２,０００円に、収益

的支出予定額を２２１万４,０００円増額し、総額を４億９,７４９万６,０００円とす

るものでございます。 

  増額の主な内容といたしましては、平谷地区における開発地給水申請に伴う開発費収

入の増加でございます。 

  また、本年７月に発生した初神配水池付近の落雷により施設の一部が破損したため、

修繕費を増額するとともに、その費用の全額が保険適用されたため、雑収益を計上する

ものでございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（荒瀧） 平谷地区の開発計画をもうちょっと具体的にお知らせいただけませんで

しょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 沖田上下水道課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○上下水道課長（沖田） これは開発行為ではございませんで、平谷地区の旧下河内建材

跡地に筆屋さんを建てるというものでございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 
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  これより議案第５４号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第５４号については原案のとおり可

決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第１５、議案第５５号、財産の処分についてを議題といた

します。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第５５号、財産の処分につきまして、提案理由を御説明申し上げま

す。 

  財産の処分につきましては、くまの産業団地として整備を完了しました４区画の一部、

資料８の位置図及び区画図でお示しした１区画、２筆の合計５,１３６.１４平方メート

ルを、議案に記載の相手方に売り払うことにつきまして、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第５５号について採決します。本案については、原案のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、議案第５５号については原案のとおり可
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決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） これより日程第１６、発議第２号、老朽化している教育施設の整備促進

を求める決議案を議題といたします。 

  提案者から趣旨説明を求めます。 

  片川議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○２番（片川） 老朽化している教育施設の整備促進を求める決議。 

  教育施設は、児童・生徒にとって学びの場、成長の場である。また、保護者や地域の

人たちにとっては地域交流の場でもあり、さらには、災害時の避難所としての役割が求

められる施設でもある。しかし、本町にある教育施設は、昭和４０年代から５０年代に

かけての児童・生徒数の急増期に整備されたものが多く、教育施設の老朽化対策は喫緊

の課題である。 

  本町においては、耐震化の推進を加速する国の方針も踏まえ、耐震補強工事を計画的

に推進しており、平成２７年度には工事が完了する見込みであるが、今後は、教育施設

の大規模改修による老朽化対策を計画的に実施し、教育施設の環境整備に努める必要が

ある。 

  以上のことを踏まえ、課題解決に向けて、統廃合の検討も含み、早期に改修計画を策

定し、教育施設整備を推進するよう求める。 

  なお、素案趣旨説明については、決議文をもって省略いたします。 

  平成２６年１２月１１日。 

  広島県熊野町議会。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（馬上） 以上で趣旨説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（馬上） これをもって討論を終結します。 
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  これより発議第２号について採決します。本案については、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（馬上） 異議なしと認めます。よって、発議第２号については原案のとおり可決

されました。 

  以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  それでは、本日はこれにて散会いたします。 

（散会 １１時１８分） 
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